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レスキュー

間違いは起こらないだろうと考えている方が間違っているのであり、それは日常生活において発生する

さまざまな事故について研究している学者の間では常識となっている。

ピット・シューベルト

・用具がその場（クライミング用）のもの ・専用の用具、物資の投入

・負傷者も搬出者も事故の当事者 ・救助活動全般に渡りできる限りの安全策を用いた技術

今あるもので、敏速に 負傷者を悪化させずに、パーティ全体の安全を

危険地帯から脱出すること 確保しながら行動する。

セルフレスキュー

トラブルの当事者が自分達で脱出

する方法

ワークレスキュー

第三者による救助



レスキュー方法はできるだけ素早くシンプルなものがよい。

（複雑な方法はそれだけ時間と手間がかかる⇒救助を遅れさせ悪化させる）

※気を失ったまま宙吊りとなった場合、約15分～で血流が途絶える。

これらに精通、把握できて初めて実践的な方法を選択することができる。

ロワーダウン、ビレイ環による自己脱出！？

複雑な岩壁をシングルロープで背負い下ろす。あるいはカウンターラッペルする！？

搬出ルートの選択　どこにどういう障害があるか？どこを下ろせば安全か？

？？？



レスキュー活動の実際

セルフ 事故者の確保 宙吊りや転落などからとにかく手元に引き寄せる。あるいはそちら側へのアクセスを試みる。

レスキュー 不可能

ファーストエイド 意識、呼吸、脈拍の確保、止血、固定レベル

（事故者への呼びかけ（元気付け）・保温・加温も忘れずに）

脱出 岩場から地面など安全地帯までの自力移動

連絡 自力下山が可能か？（状況判断）　不可の場合は

（携帯、無線、伝言） 至近の山小屋、警察へ連絡（現場の状況を考えて搬出方法を決定）

ワーク

レスキュー 搬出 警察への連絡事項

発生日時・場所 一の倉沢烏帽子奥壁○○ルート　10/3 am10:00

自力 救助隊 ヘリ 事故者の数・氏名・生年月日・血液型一人、△△丸夫、男、S45/11/15生れ（何歳）・Ａ型

事故の内容・原因 スリップし転落、15m落ち腰を強打

救助 事故者の状況（意識レベル） 中央稜基部までおろしたが腰に強い痛みを訴え動けない。（意識障害は無し）

パーティの状況 他のメンバー2名

報告 現場の状況 5m四方のテラスにいる。落石からは守られているがガスがかかっている。

救助要請の是非 動かせないのでできればヘリ、または担架による救助を要請する。

こちらへの連絡方法 無線機はなし。携帯は○○○

※事故発生の連絡は必ず警察へ、消防（救急車等）へは警察から連絡してくれます。

※連絡時には上記以外の情報も必ず聞かれます。登山計画書等を用意して的確な情報提供

　を心掛ける事



レスキューワーク

①メンバーシップの確立

脱出、搬出、いづれもチームとして行うためにリーダーを確立し縦の系列で従うようにする。

（よほどのことが無い限り途中で異を唱えない。レスキューワークを邪魔するのは内部からの「こっちのほうが良い」）

②救助体制の確立

下山予定日を過ぎても帰ってこない時は当然ながら第三者（山岳会）が救助隊を組織し救助に当たる。

③救助方法の選択

山深い場所で骨折などをしたらまず、ヘリを考えたほうが良い。

怪我を悪化させないため、他メンバーを危険に晒さないため



岩壁からの脱出





山岳地帯からの脱出











雪崩からのレスキュー

最良の雪崩レスキューはレスキュー自体を必要としないこと。

典型的な雪崩におけるタイムテーブル

時間 巻き込まれたらどうなるか

破断 くぐもってズンという音が聞こえることがある。時には大きなクラック音の場合もある。そしてあなたの周囲を走るクラックに

気がつくだろう。

１～２秒 スラブが動き始める。誰かが足元の絨毯を引き抜くかのようで転倒しない人はいない。スラブは粉々に壊れてブロックに

なる。スラブは急激に速度を増し、２秒後には15km/hになるつまりスラブから逃れるには””””今今今今””””行動行動行動行動をとらなければならないをとらなければならないをとらなければならないをとらなければならない。

さもなくば手遅れになる。あらかじめエスケープルートを設定しておかないかぎり逃れることは不可能だろう。

２～５秒 ５秒後には雪崩は時速15～40km/hになる。ブロックが荒れ狂いながら転がり落ちてくる。スキー、スノーボード、

スノーモビルをすることはもはや不可能だ。スキーのビンディングが外れる。今が木を掴む最後のチャンスだが、

速度がつきすぎており、ケガケガケガケガやややや死死死死をををを覚悟覚悟覚悟覚悟しなければならない。

５～15秒 雪崩の時速は70～130km/hにも達する。もみくちゃにされ、どっちが上なのか分からなくなる。

息をするたびに雪と空気を吸い込むため、それが氷となってノドにつまり、呼吸が困難になる。帽子、手袋、ゴーグルは

もぎ取られる。木や岩に激突し、ケガや死に結びつく。雪崩の表面にとどまるためには死死死死にににに物狂物狂物狂物狂いでいでいでいで泳泳泳泳がなければならないがなければならないがなければならないがなければならない。

10～15秒 雪崩は速度を落としていく。死に物狂いで泳ぎ続け、顔顔顔顔のののの前前前前ににににエアエアエアエア・・・・スペーススペーススペーススペースをををを作作作作れれれれ。

雪崩停止 停止直後、デブリはまるでコンクリートのように固まる。体が凍りついたように動けなくなる。

完全に埋没すれば掘って外に出ることやエア・スペースを作ることは不可能不可能不可能不可能だ。

４分 口の周囲にたまった二酸化炭素を再び吸い込むことにより意識意識意識意識をををを失失失失うううう。

15分 ほとんどの埋没者は生存していても意識不明意識不明意識不明意識不明であり、なかには脳障害脳障害脳障害脳障害を負う者もいる。

25分 完全に埋没した遭難者の半分は死亡死亡死亡死亡するだろう。

35分 完全に埋没した遭難者の75％は死亡するだろう。この時間を越えて生存するにはエア・スペースが無くてはならない。

90分 遭難者の81％は死亡する。

130分 遭難者の97％は死亡する。この時間を越えて生存するには雪面への空気の通り道がなくてはならない。



雪崩遭遇者雪崩遭遇者雪崩遭遇者雪崩遭遇者のののの戦略戦略戦略戦略

１、大声で叫ぶ

２、スラブから逃れる努力をしよう

３、スラブから逃れられない場合は装備を捨てよう。

４、呼吸器具を使う。あるいは口を覆う。

５、バックパックは背負ったままでいること。

６、死に物狂いで戦え

７、口の周りにエア･スペースを作る。

８、雪面に片腕を突き出す。

９、リラックスする。

いざいざいざいざ、、、、レスキューレスキューレスキューレスキュー

優先順位

1 あなた自身

2 他の生存者

3 遭難者

安全安全安全安全かかかか！？！？！？！？

遭難者は大丈夫で助けを必要としていないかも

しれないし致命傷を負っているかもしれない。ま

たすでに死亡しているかもしれない。

優先順位を決めることがレスキューの基本



手手手手をををを止止止止めめめめ、、、、頭頭頭頭をををを使使使使いいいい、、、、計画計画計画計画をををを立立立立てるてるてるてる

・目撃者はいるか？目撃者を帰してはならない。落ち着かせ、情報を聞き出す。

・グループ内で雪崩レスキューの経験が最もある人をリーダーにする。

・ビーコン、プローブ、ショベル、救急セットなどどのような装備がそろっているか確認する。

・自分のビーコンを受信にし全員のビーコンが受信にしてあることを確認する。

・誰が何を得意としているのかを把握しビーコンが得意なものにビーコン捜索をさせる。

・リーダーと連絡を取り合うよう全員に注意喚起する。

・装備は常に身につけておくよう指示する。デブリ上に装備を散らかしてはならない。どれが遭難者のものでどれが捜索者の

　ものか分からなくなる。

・人員に余裕の有る場合は2次遭難を回避する意味で見張りを立てる事も必要

助助助助けをけをけをけを呼呼呼呼びにびにびにびに行行行行かせないかせないかせないかせない。。。。

・遭難者が助けを必要としているかどうか分からない。今以上の人手が必要と核心するまで組織的レスキューの隊員を

　危険に晒すべきではない。

・雪崩の遭難者は溺れている人と同じ。時間が鍵となる。たとえ条件が揃っていたとしても、レスキュー隊が到着するまで

　少なくとも１～２Hはかかる。その頃にはレスキュー活動は遺体捜索になってしまう可能性が高い。できるだけ早く

　雪の中から掘り起こし息をさせるには全ての人手が必要だ。

・約一時間経っても遭難者を発見できず助けが必要だと思ったときに初めて助けを呼びにやる。

　携帯電話で連絡が取れたとしてもなお、助けが必要と確信するまでは助けを呼ぶべきではない。



・・・・遭難対策講習遭難対策講習遭難対策講習遭難対策講習からからからから

ムンター（半マスト）ヒッチ

①ロープを掴む ②ロープを持ち上げる ③カラビナを通す ④ムンターヒッチが完了



カウンターウェイトラッペル

※ロープ1本のため５０ｍロープの場合は２５ｍのみの下降

　 →比較的安全なテラス等へ下降し救助要請が必要

負傷者

救助者
オートブロックでの

バックアップ



振り分けラッペル

※負傷者のロープを切断し救助後下降

救助者

負傷者

オートブロックでの

バックアップ



結び目通過

さらに外れ防止用ｶﾗﾋﾞﾅでより安全

※ロープを二本結び安全地帯へ下降する際に結び目の通過が必要

　 システムの練習が必要

結び目

テンションを移動し

結び目下に懸垂

セット。Bkupは取っ

ておく

ｵｰﾄﾌﾞﾛｯｸのﾐｭｰﾙを解除し

補助のﾑﾝﾀｰでﾒｲﾝﾛｰﾌﾟに

加重がかかるまで下降
結び目下で懸垂

オートブロックは回収

ｵｰﾄﾌﾞﾛｯｸ+ﾑﾝﾀｰ+

ﾐｭｰﾙﾉｯﾄで仮固

定されたスステム

を予め構築

ムンターヒッチ ミュールノット（仮固定）



3分の1引き上げ

オートブロック

引っ張り上げられた事故者が落ちない

ようにする為の措置です

※ﾀｲﾌﾞﾛｯｸ+ﾌﾟｰﾘｰでｾｯﾄ出来れば

　ﾍﾞｽﾄです

タイブロック、プーリー付きカラビナをセットした例

（プーリーを持っている場合はなお良い）

※負傷者の引き上げには重労働が必要

　 約数ｍの引き上げで比較的に安全なテラス等に行く場合は有効

※プーリーやタイブロック等を使用する事でより少ない労力で

　引き上げる事が出来る。

このｶﾗﾋﾞﾅで方向を変換し

ています



最後に

①自分の安全を確保

②できる限りの最善を考えよう

③Keep it Simple

過去の経験より

事故が発生した場合、何が起こったのか分からず呆然と立ち尽くしてしまいます。

『パートナーが事故？』、『大丈夫じゃないだろうか？』、『ダメだろうか？』『どうすれば？』

まずは負傷者、救助者とも①自己の安全を確保し。②今持っている道具を確認し。③最善策を考えましょう。

この方法が正解ということはありません。

事故を起こさない行動・技術を身につける必要があります。


